
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先：庭月山 月蔵院 庭月観音（☎55-2343） 



 

さんげさんげは、聖なる山々や近郷、村内の

神仏・神々を呼び出して礼拝し、神々に対して、

今年の自分の行いによって生まれた罪を懺悔
ざんげ

し、その穢
けが

れを洗い流すとともに、来年の豊作

や健康を祈願する修験道の行事のことです。 

修験道とは、山岳修行によって超常的な力（験力
げんりき

）を修める道を説いた宗教であり、

験力を修め加持祈祷の効験が著しい者を修 験 者
しゅげんしゃ

（行者
ぎょうじゃ

様）と呼ぶようになりました。 

やがて人々は、一年の終わりと冬の訪れが近づくと、健康で無事に冬を越し、新しい

年がより良き一年となるよう修験者（行者様）にお願いするようになります。 

人々の願いを受けて、修験者（行者様）は、行屋と呼ばれる山小屋に籠り、体を浄め

加持祈祷を行います。 

そして、仏教や神道・山々の神々をお呼びし、今年の豊作に感謝するとともに、次の

お願いをするのです。 

① 今年一年、自分たちの六 根
ろっこん

（眼・耳・鼻・舌・身・意）から生じた穢れを清浄し、清

らかな心と体で新年を迎えること 

② 無事に冬を越し、来年も五穀豊穣、天下泰平、家内安全、無病息災であること 

庶民の願いと神仏への信仰から生まれた日本独自の宗教行事。それが、さんげさんげ

です。鮭川村でも、庭月観音や京塚地区において、毎年 12月 7日に開催されています。 

皆さん、今年の穢れを払い、清らかな心と体で新年を迎えませんか。また、お行者様に

なって神仏とご縁を深めませんか。是非、ご連絡ください。 

皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。  

 庭月山月蔵院 庭月観音 合掌  


